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Google Classroomにおけるテスト

• Google Classroomでは[テスト付き課題]を使用してテスト

問題が作成できます

• [テスト付き課題] はGoogleフォーム（Googleのアンケー

ト機能）を用いてテストを実施できる投稿設定です

• あくまでもアンケート機能の流用のため、テストに必要な

機能がすべてあるわけではありません
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Googleフォームの使い方を知る必要があります



Google Classroomマニュアル

2

テスト環境について

• カンニング対策が困難です

• ブラウザを使用して回答するため、Web検索、手元資料の確認を強

制的に禁止することはできません

• 試験時間の決定が困難です

• 時間管理するためには、Meetと併用してオンライン授業中に回答さ

せるなどの工夫が必要です

• 事前に公開期間を設定したい場合、公開期間を設定する項目がない

ため、以下の方法で代用することになります

• 時間になったら手動で公開・非公開を切り替える

• Google Apps Script (GAS)で制御する
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Googleフォームの質問の種類

• 質問の種類は画像の通り複数あります
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利用しやすい質問形式

テストに利用しやすい質問形式は以下のとおりです

• ラジオボタン（択一解答）

• 正解が複数設定できますが回答者は1つしか回答できず、正解

を選択すると正解になります

• チェックボックス（複数解答の完答）

• 正解を複数設定し、完答すると正解になります

• 記述式（短文解答）

• 複数正解を設定し、いずれかに完全一致したら正解になります

• 単語熟語レベルの文字を入力する問題、詩歌等の固有文章など、

回答が一意に決まる問題に向いています

• 段落式（記述解答）

• 正解の設定はできないため、手動での採点になります
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質問の作り方

• 画面右側もしくは下部にあるナビゲーショ
ンから⊕マークをクリックすることで新し
い質問を追加できます

• 画面右上にある👁のマークで質問の見た目
を確認することができます

• いくつかの質問を作ることができたら⚙
マークで質問の設定を行います
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質問のコツ

• テストの大問と小問のように、Googleフォームでも質問を
セクション分けして少しづつ回答させることができます

• ＝のような記号がセクション分けのボタンです
• クリックするとすぐ下の問題から次のセクションが始まります

• 解答者は、ページをめくる要領で一定の問題数ごとに質問
に回答することができます
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記述式

記述式は改行ができず短文(20文字程度)の回答に向いています

• [解答集を作成]をクリックすることで解答を作成ができます

• 主に①～③を設定することでテストとしての役割を果たすことができます

① 正解となる文字を入力できます

② 点数を入力できます

③ 不正解の判定を自動で行えます

④ 課題返却時にコメントを付けられます

• 正解は複数設定できます

• 答えとなる文字(単語)が完全に一致
していないと不正解になります

• 表記のゆれ（団子・ダンゴなど）が
ある回答はすべて設定してください

①
②

③

④
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記述式

9

• 右下の[︙]をクリックすると[説明]と[回答の検証]が追加で
きます

• [回答の検証]により入力文字に制限をかけることができます
• [数値],[テキスト]の内容制限や[長さ]による文字数制限ができます

• [正規表現]が理解できる方はさらに高度な制限も可能です

• 複数の回答制限はかけられません

段落式

段落式は改行ができ、長文での回答に向いています

• 正解の設定はできないため、手動の採点になります

• 配点に対して自由に点数を付けられます

• 記述式と同様に[回答の検証]が設定できます

• 記述式とは異なり、[長さ]と[正規表現]のみです
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ラジオボタン

ラジオボタンは選択肢から一つだけ選ぶ質問になります

• 正解は複数設定できますが、回答者は一つしか選べません

• 正解を複数設定した場合、いずれの正解を選択しても正答となります

• 例えば右下の[︙]の[説明]に文章を書いて穴埋めや単語選びの問題に利
用することもできます
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チェックボックス

12

チェックボックスは選択肢から1つ以上を選ぶ質問になります

• ラジオボタン同様、正解を複数設定できます

• 複数正解がある場合はすべて選択すると正解になります

• 右下の[︙]の[回答の検証]より選択させる個数を指定・制限することがで
きます
• 正解が何個あるか分からなくしたい場合には設定不要ですが、必ず複数選択し

てほしい場合には便利です
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自動採点について

• 選択肢タイプの問題はラジオボタン・チェックボック
ス・プルダウンを利用することで比較的容易にできます

• 記述式の採点の自動化は “特定の文字(短文)に限定して” 
できます
• 固有名詞や単語レベルの和訳英訳など、答えが一つに限られる

ものに対しては効果的に利用できます

• 別名や表記ゆれに対しての採点は個別に行う必要があります

• 長文記述は自動採点できません
• 回答ごとに読む必要が出てくるので、レポート採点とほとんど

同じ作業になります

• 点数管理が行えるメリットはあります
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採点の設定

• Classroomの上部⚙マークから設定します

• クラスの設定最下部に採点に関する欄があります

• 詳しくは別のスライドで説明してあります

• また、テスト付き課題を提示するときに[成績のインポート]
をONにする必要があります
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クラスルームでの採点結果

• クラスルームで課題を採点するとき、 [成績のインポート]
と、[採点を生徒に返却]しないと個々の回答を見ることが
できません

• 回答を見ることができますがフォームのタブが新しく開き、
クラスルーム内で完結する操作ではありません
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質問全体の設定 1/3

• 右上の⚙マークから質問全体の設定をすること
ができます

• [メールアドレスを収集する]はチェックを外すこ
とを推奨します。回答の送信などは不正(生徒間
での正誤確認)につながります

• [ログインが必要]は必ずチェックが入っているこ
とを確認してください。

• これがないと外部の人も参加できます

• [回答を1回に制限する]はテストとして利用す
るならチェックを推奨します

• [回答者が行える操作]（送信後に編集、概要グラフ...) もチェックを外し
ておきましょう

• 正誤・回答と点数パターンの流出により有効なテストにならない可能性
が増えます
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質問全体の設定 2/3

• 状況進行バーとは、現在の質問(問題)が全体の何問目かの目
安になるものです

• あると便利ですが、無くても困りません

• 回答(質問)の順序をシャッフルをすることもできます

• 集計には影響はありません

• クイズ感覚に近くなります

• [別の回答を送信するためのリンクを表示]は、同じアンケー
トを複数回答してもらいたい場合に使用します
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質問全体の設定 3/3

• テストにすることでClassroomの自
動採点を割り当てることができます
• Classroomから[課題付きテスト]で作成

した場合は自動でチェックが入ります

• ロックモードは専用の端末が必要に
なり、普通は使えません

• 設定できるとパソコンからのカン
ニングはほぼ不可能になります

• [回答者が表示できる項目]は、テス
トの有効性を考えるとすべてチェッ
クを外しましょう
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その他のフォーム質問形式
• 以降はテストには利用がしづらい質問形式を紹介します

• アンケートなどを作成する際に参考にしてください
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プルダウン

プルダウンはラジオボタンと選択の仕方が異なるだけで、でき
ることは同じですので使いやすいほうを選んでください

• [回答に応じてセクションに移動]は、アンケートで回答に応じて次の質問
を変えたいときに利用できます

• 学年や専攻をプルダウンで選択させて、次のセクションからそれに応じた問題
を出すという方法もあります
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均等目盛・選択式(グリッド)・チェックボックス(グリッド)

• 年度や学期の最後に行うアンケート
のようなことができます

• 均等目盛は1問完結のアンケートで、回
答は1つだけ選択できます

• 点数は設定できますが正解は設定できま
せん

• グリッドタイプは複数ある質問に対して
同じ評価項目で回答することができます

• 選択式は1つの質問に対して回答は1つの
みで、授業アンケートに便利です

• チェックボックスは1つの質問につき複
数回答が選択できます

• いずれも正解を設定できます
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日時

• 日付と時刻を選ぶと、回答者に日付と時間を
入力させることができます

• 日付はカレンダーから選び、時刻は手動入力
となっています
• 日付の設定で時間を付け加えることもできます

• 時刻の設定で経過時間を記入させることもできま
す(タイマーではなく回答者依存)

• 自己申告にはなりますが、テストや試験を開
始した時間や終了した時間を入力させること
で、回答時間を把握することができます

• いずれも点数は設定できますが、正解は設定
できないため、テストへの利用は難しいで
しょう
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